
企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役

中田 剛

社員とその家族の未来を守り抜く ― AI Tech × Human Touch

当社の使命は、激変の時代にあっても社員とその家族の未来を守り抜くことです。1988年にトラック3台で創業

して以来、現場を支える社員と、それを支える家族に支えられて成長してまいりました。

売上高100億円は目的ではなく、社員を守り・育て、給与を上げ、永続できる会社になるための「自立への通過

点」です。最新のAIを使いこなしながら泥くさい現場力を失わない――「AI Tech × Human Touch」を体現する

企業へ、第二創業として全社一丸で挑みます。守るために、変わる。その覚悟をここに宣言します。

現在の売上高 34億円を、4年後に60〜65億円、そして 2033年に売
上高100億円 を達成し、複数の収益の柱を持つ高収益企業を実現し
ます。

・収益が物流事業に集中（一本足）し、外部環境の変化に脆い。

・100億規模を支える経営・管理人材、管理本部・ガバナンスが未

整備。

・ドライバー不足・2024年問題・燃料/人件費高騰・人口減少と

いう構造的逆風。

・「個人の力」依存から「組織で回る経営」への転換が必要。
〇本社所在地：茨城県坂東市

〇事業概要：一般貨物自動車運送・倉庫・保管、

関東〜九州の物流網を運営（1988年トラック

3台で創業、現在7拠点）

〇常時使用する従業員：180名（2026年6月時点）

〇現在の売上高：34億円（2026年2月期）

〇法人番号：3050001014743

〇Web：https://t-umesato.co.jp/

株式会社梅里物流サービス（道路貨物運送業）

外部専門家2名を執行役員として招聘し、組織再編の法的スキーム・ガバ

ナンス標準化・M&A後の統合（PMI）・次代経営者育成を推進。外部コン

サルティング会社および金融機関と連携し、人事・評価・財務・資金調

達・経営数値の可視化など経営インフラを再構築します。

また、次世代リーダーの育成を目的に「梅里道場」を定期的に開催し、経
営者視点（ビジネススキル）と自律的な改善マインドを鍛える事
で、泥臭く昨日よりよい仕事・良い会社・良い人生の追求をして
いきます。

①秋葉原へHQ移転（高度人材獲得・対外信用力向上・管理営業機集約）
②組織再編・管理本部の機能強化（現場は自律的に意思決定、本部は戦略
立案・資金調達・人材育成に集中）。
③埼玉の冷凍冷蔵（コールドチェーン）／不動産・ガレージ事業へ展開
④積極的M&Aで商圏と機能を一気に拡大（時間を買う）
⑤関東・九州の拠点整備で幹線輸送網を強化（九州営業所16→24億）。
⑥AI・DXで生産性向上：管理部門の定型業務を自動化し既に複数業務が
稼働。「AI Tech × Human Touch」を全社展開し人手不足を補完
⑦人的資本経営「梅里道場」で次世代リーダー・幹部を育成。
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売上高100億円実現に向けた成長イメージ

〇法人番号：3050001014743（株式会社梅里物流サービス）
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